
主義的歴史家たちはようやく 今日成熟した成果を発表し相互に統合しだしたにすぎず， こ

れまではほとんどすべてイギリス史の英雄時代である 17世紀と 19世紀初頭に研究を限

足し， 1 8世紀の大半と 20世紀のすべてを開発 していない。 したがってイギ Yス近代社

会の ’総体的な そ歴史の輪郭すら掴む企ては絶えてなかった。JC 2 7ページ ）。

13. V G.Kiernan,Review of J.H.Elliott,Imperial Spain1469 

-1716,New Left Review,23(Jan.-Feb.,1964),pp.92ー 96. 

14. ブラクン氏その人については筆者の旧稿を参照。『経済時論のすすめ』 II1・7，『朝

日ジャーナノレjYI -4 0 ( 1 9 6 4. 1 0. 4 ) 9 9 -1 O 5ページ等。 かれの近作にNat-

ionalization in Britain.A Selective Review of Recent 

Li t er a t u r e ( i n The So c i a I i s t Regis t er 1 9 6 4 , o p . c i t . , pp 

242-258.）がある。 ここには『帝国主義の後に』が事実上対象外としたイギ リス圏内

介祈えの著者の傾注ぶりが窺われる。

15. この点、に関連して， 弁証法概念とデュノレケーム的機能概念との統ーを意図するM.M.

Po s t a n , F u n c t i o n a n d Di a I e c t i c i n E c on om i c H i s t o r Y , 

Economic History Review,XIV-3(Ap.1962）を参照。

（所 報）

1. 秋季定例所員総会を 64年 12月 8日（火）午前 11時40介よ り， 神田第二会議室で開

催した。

山田 （盛 ）所長の 「開会の辞」に始ま り， 大橋周次・山下文明 ・萩原稔の三氏を所員に

追加の旨報告， 役員改選，来年度予算案および研究計画提出の時期につき発言があ った。つ

いで事務局報告に移 η，綜括・ J:j報 ・研究活動状祝の報告が必 q，専任事務局職員と して中島

由夏さんが紹介された。

議事に入って， （J）所長改選 専修大学社会科学研究所規桂第6条によ 均， 投票選挙の結果

山出盛太郎現所長が再選された。（2）部長改選 向上競桂第7条第 2項に従い来年度春季所員

総会開催までに行う とととした。（3）事務局長改選 向上規桂第11条第2項の規定により，

長幸男氏に代って吉沢芳樹氏が所長より委嘱された。（4）今后の活動方針 a）月報関係 b）資

料，c）予算請求（ 5割培 ）' d）刊行成果助成金などが討議された。

2. 第6回運営委員会を 65年 1月 12日（火） 午后 51侍より， 神田四階研究室第 1号室で開
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催。

(1）来年度予算案の検討 所員総会の決定に従い， 5割増を原案の最低目標額としたが，特

にグループ研究とその成果の発表 （干l前 ）との関連で，研究賞問題に議論が集中した。なお，

この予算原案は， 数日中に，山出（鐙 ）所長 ・内田第 1部長 ・吉沢事務局長より大学側え提

出説明の予定。

(2）科学研究費申請の件 さしあたり「物価論」グループを中心として提出してみては如何

という意見が 出された。

3. 第 1D副事務局会議を64年 12月 22日（火 ）午后 1a寺より開催。

a）事務局体制吉沢氏の事務局長就任に伴い，会計担当常任の後任に望月清司氏奥に玉

垣良典氏も事務局常任に加っ ていただく 事に決定。 b）編集会議構成の件 社研の活綾な活

動成果をl政収すべく， 年間計画もかねて，月末ないし月初めに編集会議を開催し，運営委員

会えも諮問する ことと L，『 年報』 （ないしは『社会科学研究所叢書』）実現のために準備

守重ねてゆく こととした。

〔資料 ノート 〕 下土研受入図書資料一覧 ( No. 1 D) 

① 産業構造調査会編 日本の産業構造 I. 目. N 

＠ 総理府統計局 昭和 32年事業所統計調査報告第 1巻，第 4巻

③ II 個人企業経済調査年報 昭和 36年度

④ 日本銀行編 都道府県別経済統計 昭和 39年度

⑤ 労働法令協会 毎月勤労統計妥覧 1 9 6 5年

⑤大河内一男編 京浜工業地帯の産業構造

⑦ 行政管理庁統計基準局 H白和 35年産業連関表作成作業報告

ら せ 一 一 一 一 一 ～ ） 一 一 一～一一日一一一一一一日一1

で社研図書資料の貸出 しをおこないます。せいせごい御利用くださいo ~ 

書資料を借出す場合は，社研事務局の部屋に備付けの貸出簿に所定の記入をし｛

して下さい。

厳った り

談下さい ）。

所員および所外研究員とする （学生のための借出しはど遠慮、下さい ）。

（ 資料 班〉日（〈へん～
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く 編集後 記〉

1. あけましておめでとうございます。巴年に因んで， 末長き所員の皆さんのご発展を祈る。

1月に入ると学年末で気忙しく なるが， 社研の来年度の活動計図も活綾な議論と共に検討さ

れ始めて おり，予算案もそれ らを反映して鋭意作成中である。

2. 昨年末の所員総会で決定をみた通り，社研事務局でも ，事務局長の交替を始め常任グ／レー

プが補充 ・強化される予定である。所員の皆さんもど意見があれば， どしどし神田校舎四階

の社研事務局へお申 し出願いたい。

3. 2広号には，エF館氏の 「ソ連の利潤論争」， 宮崎氏 よりプ ラ少 ：／ (lJ新著『 常 国主

義の後に』の critical reviewをいただいた。現が涜析にも歴史介析にも重要ない

くつかの問題が提起されている と思う。 「中y論争」に代表されるマルクス主義発展の難関

を克服する為にも，地道で忍耐づよい議論を期待したい。

4. 前号以後の所員の発表業編はつぎの通 りである。

〔学術講演〕

小林義雄 「自由化段階の外資問題」（ 1 2月 12日，東京大学経済学会主催土曜講座 ）

〔論若〕

中村秀一郎『中小企業』（『現代の経済』第 11巻，河出書房 64年 12月干I]) 

中村秀一郎 「中小企業政策革新のためにJ（『 商工金融』第 14巻第 11号 ）

長 幸男 「金融恐慌く昭和史の瞬間（l)J （『朝日ジャーナノレ 』65年1月3日号 ）

長 幸男 （渋沢栄一と実業の誕生ー近代日本を創っ た 10 0人」（『中央公論』2月号 ）

高橋七五三 「農地担保金融に関する研究ー綜括J（農村金融研究会， 64年 12月干I]) 

池田博行『 νベリア経済開発の実態」（アジア経済調査研究双書 11 2，東大出版会

6 4年 12月刊）

中村秀一郎「巨大企業と経済政策J （『現代経済政策と構造問題一経済政策講座第 4巻一』

所収有斐閣， 6 4年 1 1月干IJ)

玉垣良典「日本資本主義の発展と経済政長一大正 ・附辛口矧ー」 （『経済政策の史的展開一

経済政策議在住策 2巻－ j所収i有斐閣， 6 4年 12は刊）

加藤幸三郎 「政商資本の形成」 （『日本経済史大系 5－近代（ 上）一 』所収，東大出版会，

6 5年 1月刊）

東京都千代田区神田神保町 5の 8（事務局加厳 （幸），加藤（佑）記）

専修大学社会科学研究所 電話（ 262) 3671～ 5 
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